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●本町では、令和２年度より総務省の「地域おこし協力隊」の制度を活用し、地域活性化の取組を進めている。

●現在の隊員（１名）は令和６年６月から以下のミッションで活動している。

地域おこし協力隊
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★岬町における地域おこし協力隊の役割

① 関係人口・移住者の呼び込みに向けた取組
・関係人口創出・拡大に向けた取組
・移住等の支援
・町の魅力発信

② 空き家解消に向けた取組
・空き家の情報把握業務
・空き家所有者の相談窓口業務　等

町の魅力発信

イベント出展 町内行事への参加 町内イベント運営・PRイベント出展 空き家関係業務



地域おこし協力隊（空き家解消に向けた取組）
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●空き家解消に向けた取組として、地域おこし協力隊が地区ごとに空き家現地確認と一覧にまとめた資料の作成を行っている。

●一覧資料をもとに、番地の特定と所有者の確認を行う。

●判明した所有者に対して、空き家に関する困りごと解決のためのコールセンターを案内している。

令和６年度（昨年度）の取組 令和７年度の取組

岬町と連携協定を締結している

空き家活用（株）による相談窓口の開設

大阪府が開設している

「大阪の空き家コールセンター」のチラシを所有者へ案内

令和７年度

地域おこし協力隊
による調査件数

１２０件

※深日地区に
おいて実施



地域おこし協力隊（空き地の整備・活用の検討）
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●元多奈川保育所の園庭（空き地）を地域おこし協力隊が整備。

●現在は草刈りなどすべて完了し、簡単なイルミネーションライトアップをしている。

●地元の区長をはじめとした住民のみなさんの意見を聞き、今後の活用方法について検討中。

整備前（2025年9月）

整備後（2026年２月）

草刈り ツルの除去

遊具塗り直し

作業風景 地元のご意見

区長との面談

今後の活用方法を検討

遊具塗り直し

草刈り 草刈り



まちづくり交流館（空き家を活用した取組）

●多奈川駅前の元旅館を借上げ、町内外の住民が集える交流拠点「まちづくり交流館」を整備し、貸館や

シェアキッチン事業を行っている。また、地域おこし協力隊の拠点となっている。

●使用団体は令和5年度（１６団体）から令和６年度（４０団体）と増加傾向にある。

●まちづくり交流館貸館利用者のうち、２事業者が町内で自らの店舗を開業。

●町内外問わず、年間約２，７００人が来館（令和６年度実績）。

英会話教室 Espace du calme tee_gee_ ぷくぷく

まちづくり交流館

★貸館・シェアキッチン活用実績（抜粋）
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岬のマルシェ 岬の自習室



お試し居住事業（岬町短期移住体験住宅）
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●本町への移住定住推進事業の一環として、本町に移住、定住又はワーケーションを希望する方に本町での生活を体験できる機会を提供

するため、「短期移住体験住宅」を貸出し、移住施策を推進することにより、人口の流入を促し、地域社会の活性化を図る。

決定した移住体験住宅（岬町多奈川地区）

月額 対象月内の利用日数に応じた賃料

15,000円 1日以上10日以内　　5,000円
11日以上20日以内 　10,000円
21日以上　　　　　  15,000円

利用可能日数

７日以上90日以内



番組による情報発信
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●大阪府北摂の地域で放送しているＪ：ＣＯＭチャンネル「岬暮らし」において、町が行う空き家関連事業を紹介。

（令和７年１２月、令和８年１月放送）

●放送番組についてはYouTubeにおいても配信中。

YouTube視聴回数

22,440回※

※令和８年２月現在

岬町短期移住体験住宅 空き家バンク制度

空き家バンク登録物件の紹介 町の定住促進支援制度


